
目標達成に向けた取組

３つの観点 教員の指導力向上 基礎学力の保障 学習習慣の確立

学校全体の
取組

・自主研究を積極的に行い、
ICTを使った授業改善の取
り組みを行う。

・教科担任制による専門性の
高い授業の実施

（３～６年生）
・学び方を教えるの理念のも
とに、「個別最適な学び・
協働的な学び」が達成され
るよう授業改善を図る。

・漢字強化週間を年３回行い、
当該学年の漢字の定着を図る。

・東京ベーシックドリルの診断
テストを年6回実施する。ま
た、毎週水曜日の朝学習で、
ベーシックドリルの問題に取
り組む。

・４，５年生は、上記テストの
内、３回を区実施の学力向上
プロジェクトをもって代える。

・家庭学習は、宿題（教員から
出す課題）と自主学習を合わせた
ものとし、低学年は、宿題中心、
高学年は、自主学習中心となるよ
う段階的に主体的に学ぶ態度を育
むと同時に、学習習慣の確立を図
る。

特に支援が
必要な児
童・生徒へ
の手立て

・ICT機器を効果的に活用し、
発達特性に合ったICT学習を
行う。

・放課後補習事業者と連携して、
C～D層の児童の学力定着を図
る。

・自主学習では特に、ドリルパー
クを活用し、間違った問題に繰り
返し取り組ませる。

成果指標

・【児童アンケート】「授業
で積極的にタブレットを活
用している」肯定的回答割
合90％以上

・【児童アンケート】「教科
担任による授業は分かりや
すい」肯定的回答割合90％
以上

・年度末実施の東京ベーシック
ドリルの診断テスト正答率85％
達成者９０％以上
（１～３・６年生）
・区学力向上プロジェクトのテ
ストの３回目で正答率70％達成
者80％以上（４・５年生）

・【児童アンケート】家庭学習時
間が学年×10＋10分を超えてい
る回答割合90％以上

令和８年４月３０日現在
江戸川区立一之江第二小学校誰一人取り残さないための学力向上アクションプラン

令和８年度までの目標
国語 算数・数学

自校ＡＢ層の割合 65.0％ 自校ＡＢ層の割合 60.0％


